
社団法人日本動物用医薬品協会

会員各位

「感染症の病原体を媒介するおそれのある動物の輸入に関する規則第4条の規定に基

づき、同条の表の輸入可能地域のうち第2号に掲げる地域の項の下欄第1号及び第2号

の農林水産大臣が指定する施設を定める件の一部を改正する件」の公布について

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局長より通知があましたのでお知ら

せします。
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社団法人日本動物用医薬品協会会長殿
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「感染症の病原体を媒介するおそれのある動物の輸入に関する規則第4条の

規定に基づき、同条の表の輸入可能地域のうち第2号に掲げる地域の項の下

欄第1号及び第2号の農林水産大臣が指定する施設を定める件の一部を改正

する件」の公布について

今般、感染症の病原体を媒介するおそれのある動物の輸入に関する規則(平成Ⅱ年農

林水産省令第83号)第4条の規定に基づき、平成24年8月8日農林水産省告示第1972号

(感染症の病原体を媒介する翁それのある動物の輸入に関する規則第4条の規定に基づ

き、同条の表の輸入可能地域のうち第2号に掲げる地域の項の下欄第1号及び第2号の

農林水産大臣が指定する施設を定める件の一部を改正する件)が別紙のとおり公布され

ましたので、お知らせいたしま司、。

つぃては、このことにっいて御了知の上、今後とも動物検疫に特段の御協力をお願い

いたします。

24消安第2093号

平成24年8月8日
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明
治
一
千
五
年
二
月
三
十
一
日

第
三
樋
邸
便
物
誌
可

一
一
一
一

.
一
一
一
Ξ

日
刊
(
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
)

〔
止
口
示
〕

0
関
述
情
報
の
構
成
及
び
送
出
手
順
、
 
P
E

S
パ
ケ
ッ
ト
、
セ
ク
シ
ョ
ン
形
式
、
 
T
S

パ
ケ
ッ
ト
、
 
1
P
パ
ケ
ッ
ト
及
び
T
L
V

パ
ケ
ッ
ト
の
送
出
手
順
、
伝
送
制
御
信
号

及
び
識
別
子
の
柑
成
並
び
に
緊
急
情
報
記

述
子
の
拙
成
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件
(
総
務
二
九
八
)

0
登
録
証
明
機
関
を
登
録
し
た
件

(
同
二
九
九
)

0
特
定
無
線
設
備
に
付
す
る
文
字
等
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
(
同
三
0
0
)

0
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
基
づ
き
登

録
政
治
資
金
監
査
人
の
登
録
を
扶
消
し
た

者
を
公
告
す
る
件

(
政
治
資
金
適
正
化
委
四
九
)

0
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

(
法
務
Ξ
二
四

0
千
九
百
七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命

の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
ヘ
の
コ
ス
タ

リ
カ
共
和
国
及
び
パ
ラ
オ
共
和
国
の
加
入

に
関
す
る
件
(
外
務
二
六
二
)

0
千
九
百
七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命

の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千

九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
ヘ
の
パ
ラ
オ
共

和
国
の
加
入
に
関
す
る
件
(
同
二
六
三
)

0

0
千
九
百
七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命

の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千

九
百
八
十
八
年
の
議
定
書
ヘ
の
パ
ラ
オ
共

和
国
等
の
加
入
に
関
す
る
件
(
同
二
六
四
)

0
千
九
百
六
十
六
年
の
満
蔵
喫
水
線
に
関
す

る
国
際
条
約
ヘ
の
パ
ラ
オ
共
和
国
の
加
入

に
関
す
る
件
(
同
二
六
五
)

0
千
九
百
六
十
六
年
の
満
哉
喫
永
線
に
関
す

る
国
際
条
約
の
千
九
百
八
十
八
年
の
議
定

書
ヘ
の
パ
ラ
オ
共
和
国
等
の
加
入
に
関
す

る
件
(
同
二
六
六
)

0
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
ょ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九

百
七
十
八
年
の
議
定
書
ヘ
の
パ
ラ
オ
共
和

国
の
加
入
に
関
す
る
件
(
同
二
六
七
)

0
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
究

百
七
十
八
年
の
嶺
定
書
に
ょ
っ
て
修
正
さ

れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七

年
の
議
定
書
ヘ
の
チ
ユ
ニ
ジ
ア
共
和
国
等

の
加
入
に
関
す
る
件
(
同
二
六
八
)

0
薬
事
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品

の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
厚
生
労
働
四
七
一
己

0
感
染
症
の
病
原
体
を
媒
介
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
動
物
の
軸
入
に
関
す
る
規
則
第
四
条

の
規
定
に
基
づ
き
同
条
の
表
の
輸
入
可

能
地
域
の
う
ち
第
二
号
に
掲
げ
る
地
域
の

項
の
下
欄
第
一
号
及
び
第
二
号
の
農
林
水

産
大
臣
が
甕
す
る
施
設
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

(
.
辰
林
水
産
一
九
七
Ξ

0
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

登
録
外
国
認
定
機
関
の
登
録
を
更
新
し
た

件
(
同
一
九
七
一
己

0
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

(
同
一
九
七
四
S
一
九
七
九
)

久
川

官

D

0

0
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

(
同
一
九
八
O
S
一
九
八
四
)

0
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
の
規

定
に
よ
り
登
録
証
明
事
業
を
行
う
者
の
住

所
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

(
国
土
交
通
八
九
七
)

0
道
路
に
関
す
る
件

(
関
東
地
方
整
備
局
ニ
ハ
ニ
、
ニ
ハ
一
己

0
道
路
に
関
す
る
件

(
北
陸
地
方
整
備
局
八
一
己

0
道
路
に
関
す
る
件

(
九
州
地
方
整
備
局
一
二
Ξ
、
三
西
)

9
級
河
川
常
呂
川
水
系
常
呂
川
に
お
け
る

河
川
予
定
地
の
変
更
に
関
す
る
件

(
北
海
道
開
発
局
八
Ξ

〔
国
会
事
項
〕

1

四

〔
ハ
ム
告
〕

〔
人
事
異
動

内
閣
国
家
公
務
員
制
度
改
革
推
進
本
部
事

務
局
郵
政
民
営
化
委
員
会
事
務
局
法
務

省
財
務
省〔

皇
室
事
痕

六

官
庁財
団
、
金
融
商
品
取
引
薯
営
業
保
証
金

取
戻
し
、
買
収
前
の
所
有
者
等
ヘ
の
売
払

い
、
直
轄
災
害
復
旧
事
業
の
完
了
関
係

裁
判
所
相
続
、
公
示
催
告
、
失
除
、
除
権
決
定

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、

再
生
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

会
社
そ
の
他 諸

事
項

官
庁
事
項

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る

基
本
計
画
の
変
更
の
公
表
に
つ
い
て

(
農
材
水
産
省
)

水
防
活
動
用
洪
水
予
報
及
び
警
報
の
開
始
に

つ
い
て
(
気
象
庁
)

国
家
試
験

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
士
壌
汚
染
界

技
術
管
理
者
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

(
環
境
省
) 〔

{
目
庁
報
比
巳

=三三
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4

0
外
務
省
告
示
第
二
百
六
土
ハ
号

次
に
掲
げ
る
各
国
の
政
府
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月

十
一
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
六
士
ハ
年

の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
の
千
九
百
八
十
八
年

の
議
定
書
」
の
加
入
書
を
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
国
名
に
対

応
す
る
日
に
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。

パ
ラ
オ
共
和
国
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
九
日

股
二
十
三
羊
一
月
十
一
日

マ
レ
ー
シ
一
ノ

イ
エ
メ
ン
共
和
国
霞
二
十
四
年
一
月
十
一
日

モ
ン
テ
ネ
ヴ
ロ
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日

よ
っ
て
、
同
議
定
害
は
、
次
に
掲
げ
る
各
国
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
勢
を
生
じ
た
。

パ
ラ
オ
共
和
国
委
二
十
三
年
二
月
二
十
九
日

マ
レ
ー
シ
ア

平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日

イ
エ
メ
ン
共
和
国
股
二
十
四
年
四
月
十
一
日

モ
ン
テ
ネ
ヴ
ロ
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日

(
平
成
二
十
三
年
月
四
日
付
け
、
震
二
十
四
年
一

月
九
日
付
け
、
同
年
一
月
十
九
日
付
け
及
び
同
年
一
月
二

十
七
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
回
章
)

段
二
十
四
年
八
月
八
日

0
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
七
十
五
号

、

森
林
法
(
昭
和
二
十
六
年
法
璽
二
百
四
十
九
号
)
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
八
日
農
林
水
産
大
臣
郡
司
彰

一
保
安
林
の
所
在
場
所
石
川
県
小
松
市
津
江
町
ソ
一

の
一
四
甲
、
一
の
一
五
、
ツ
一
の
三

力
厶

二
指
定
の
目
的
水
源
の
潤
荏

三
指
定
施
業
要
件

日
立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
祭
種
は
、
定
め
な
い
。

12
 
主
伐
と
し
て
黛
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

峡
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
藍
備
計
画
で
定
め
る
耀
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

3
 
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

国
立
木
の
祭
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
ぴ
樹
種
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
石

川
県
庁
及
び
小
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
J

よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
股
二
十
三
年
二
月
二
十
九

日
に
パ
ラ
オ
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

(
髭
二
十
三
年
十
月
四
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務

局
長
回
章
)

平
成
二
十
四
年
八
月
八
日

外
務
大
臣
玄
葉
光
一

郎

0
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
七
号

パ
ラ
オ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
五
十
Ξ
年
二
月
十
七
日

に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶

に
ょ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九

百
七
十
八
年
の
議
定
書
」
の
加
入
書
を
髭
二
十
三
年
九

月
二
十
九
日
に
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。

外
務
大
臣
玄
誰
一
郎

0
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号

次
に
掲
げ
る
各
国
の
政
府
は
、
平
成
九
年
九
月
二
十
六

日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船

舶
に
ょ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千

九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
同
条
約

を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の
議
定
書
」
の
加
入
書
を
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
国
際
海
事
機
関

事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。

チ
ユ
ニ
ジ
ア
共
和
平
成
二
十
三
年
九
月
五
日

国パ
ラ
オ
共
和
国
平
成
二
十
Ξ
年
九
月
二
十
九
日

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
Ξ
日

イ
ン
ド

よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
次
に
掲
げ
る
各
国
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

チ
ユ
ニ
ジ
ア
共
和
平
成
二
十
Ξ
争
二
月
五
日

国パ
ラ
オ
共
和
国
平
成
二
十
Ξ
年
二
月
二
究
日

一
1
,
ン
ド

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日

(
平
成
二
十
三
年
九
月
六
日
付
け
、
同
羊
月
四
日
付

け
及
び
同
牟
一
月
二
十
四
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務

局
長
回
章
)

平
成
二
十
四
年
八
月
八
日

官

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
七
十
三
号

薬
事
法
(
昭
和
三
十
五
年
法
梁
百
四
十
五
号
)
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
ミ
肱
傘
法
第
四
十
九
条
第

一
項
の
規
定
忙
基
づ
き
厚
生
労
契
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
(
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
四
号
)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
フ
エ
キ
ソ
フ
エ
ナ
ジ
ン
、
そ
の
誘

導
体
、
そ
れ
ら
の
水
甥
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
野
と
し
て
含
有
す
る
製
剤
で
あ
っ
て
、
同
月
十
九
日
以
前
に

現
に
存
し
、
か
つ
、
そ
の
添
付
す
る
文
書
に
同
項
の
規
定
に
ょ
り
星
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬
品
(
以
下
「
処
方

せ
ん
医
薬
品
」
と
い
,
つ
J
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
そ
の
容
器
若
し
く
は
被
包
(
内
袋
を
含
む
J
に
処
方
せ
ん

医
薬
品
で
あ
る
旨
の
表
示
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
及
び
表
示
に
関
す
る
限
り
、
同
請
五
十
四
条

(
第
言
=
に
係
る
部
分
に
限
る
J
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

厚
生
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

股
二
十
四
年
八
月
八
日
)

)

)

)

)

〕

5
か
ら
3
ま
で
を
5
か
ら
3
ま
で
と
す
る
。

第
八
悶
吊
5
を
削
り
、
 
5
を
5
と
し
、

(

(

(

(

(

(

0
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
七
十
二
号

感
染
症
の
病
優
を
媒
介
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
の
輸
入
に
関
す
る
規
則
(
段
十
一
年
農
林
水
産
省
令
第
八
十

三
号
)
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
九
十
Ξ
号
(
感
染
症
の
病

原
体
を
媒
介
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
の
輸
入
に
関
す
る
規
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
ミ
同
条
の
表
の
輸
入
可
能
地

域
の
う
ち
第
二
号
に
掲
げ
る
地
域
の
項
の
下
欄
第
言
ち
及
び
第
二
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
を
定
め
る

件
〕
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
八
日

外
務
大
臣
玄
葉
光
一
郎

表
雲
南
霊
長
類
実
験
動
物
有
限
公
司
の
施
設
の
項
中
「
雲
南
省
昆
明
市
」
を
「
雲
南
省
景
洪
市
」
に
改
め
、
同
表
海

南
金
港
実
験
動
物
共
有
限
公
司
の
施
設
の
項
中
「
海
南
金
港
実
験
動
物
科
技
有
限
公
司
」
を
「
海
南
金
港
生
物
技
術

股
价
有
限
公
司
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

海
南
新
正
源
生
物
裂
有
限
公
司
の
施
設

表
広
西
新
豊
源
生
物
科
技
有
限
公
司
の
施
設
の
項
を
削
り
、
同
表
防
城
港
常
春
生
物
技
術
開
発
有
限
公
司
の
施
設
の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
華
人
民
共
和
国
広
西
南
寧
中
国
東
盟
経
済
開
発
区

広
西
璽
生
物
1
限
公
司
の
施
設

0
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
七
十
三
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
ぴ
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
五
年
法
璽
百
七
十
吾
写
)
畢
九
条

の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
斎
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
重
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
ミ
次
の
と
お
り
登
録
外
国
認
定
機
関
の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
同
法
筆
九
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

筆
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
竿
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

霖
水
産
大
臣
郡
司
彰

平
成
二
十
四
年
八
月
八
日

一
登
録
吏
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
÷
四
年
七
月
十
一
日
第
二
十
一
号

二
登
餐
国
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

イ
ス
テ
ィ
ト
ユ
ー
ト
・
メ
デ
ィ
テ
ツ
ラ
ー
ネ
オ
・
デ
ィ
・
チ
エ
ル
テ
ィ
フ
ィ
カ
ッ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
イ
タ
リ
ア
共
和

国
ア
ン
コ
ー
ナ
県
セ
ニ
ガ
ッ
リ
ア
市
ピ
ザ
カ
ー
ネ
通
三
十
二
番
地

三
登
録
国
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
霖
物
資
の
種
類

哀
農
産
物
有
搭
工
食
品
、
復
飼
料
及
ぴ
有
機
畜
産
物

四
登
郭
国
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行
う
登
録
外
国
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

中
華
人
民
共
和
国
海
南
省
海
口
市

農
林
水
産
大
臣
郡
司
彰

1
 
認
定
を
行
う
区
域

国

2
 
認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

イ
タ
リ
ア
共
和
国
ア
ン
ニ
ー
ナ
県
セ
ニ
ガ
ッ
リ
ア
市
ピ
ザ
カ
ー
ネ
通
三
十
二
番
地

0
農
林
水
産
喜
示
第
千
九
百
七
十
四
号

(
昭
和
二
十
六
年
法
爲
二
百
四
十
九
号
)
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
霖

の
指
定
を
す
る
。

成
二
十
匹
年
八
月
八
日
農
林
水
産
大
臣
郡
司
彰

一
保
安
林
の
所
碍
所
石
川
県
白
山
市
白
峰
二
士
ハ

号
六
二
の
一
、
六
二
の
二

二
指
定
の
目
的
士
砂
の
流
出
の
防
備

三
指
定
施
業
要
件

H
 
立
木
の
袋
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

12
 
主
伐
と
し
て
喋
を
す
る
こ
七
が
で
ぎ
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
備
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

3
 
問
伐
に
係
る
霖
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
立
木
の
伐
採
の
限
度
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
石

川
県
庁
及
び
白
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
J
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0
 
感
染
症
の
病
原
体
を
媒
介
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
の
輸
入
に
関
す
る
規
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
表
の
輸
入
可
能
地
域
の
う
ち
第
二
号
に

掲
げ
る
地
域
の
項
の
下
欄
第
石
ち
及
び
第
二
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
を
定
め
る
件
(
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
九

十
三
園
ぢ
)
の
一
部
改
正
新
旧
対
照
表

露
)

雲
南
霊
長
類
実
験
動
物
有
限
公
司
の

施
設

施

海
南
金
港
生
物
技
術
股
枌
有
限
公
司

の
施
設

設

改
正
案

海
南
新
正
源
生
物
科
技
有
限
公
司
の

施
設

露
)

(
略
)

中
華
人
民
共
和
国
雲
南
省
景
洪
市

(
削
る
)

所
在
地

中
華
人
民
共
和
国
海
南
省
海
口
市

(
唾

広
西
璋
美
生
物
科
技
有
限
公
司
の
施

中
華
人
民
共
和
国
海
南
省
海
口
市

(
瞳

(
堕

雲
南
霊
長
類
実
験
動
物
有
限
公
司
の

施
設

(
削
る
)

施

海
南
金
港
実
験
動
物
科
技
有
限
公
司

の
施
設

(
堕

設

中
華
人
民
共
和
国
広
西
南
寧
中
国

現

(
新
設
)

(
傍
線
部
が
改
正
部
分
)

1

露
)

露
)

広
西
新
豊
源
生
物
科
技
有
限
公
司
の

施
設

中
華
人
民
共
和
国
雲
南
省
昆
明
市

所
在
地

中
華
人
民
共
和
国
海
南
省
海
口
市

(
瞳
(
新
設
)

(
新
設
)

(
瞳

中
華
人
民
共
和
国
広
西
壮
族
自
治

区
南
寧
市

露
)

薪
設
)



設
(
喧

東
盟
経
済
開
発
区

露
)

露
)

(
喧


